
 

 

令和 7年度 第４回学校運営協議会 議事録 

第３回：令和 7年度 学校運営協議会（要点議事録） 

日 時：令和８年 １月 10日（土曜日） 14：30～15：30 

場 所：西東京市立田無第二中学校 会議室 

 

出席者：折田 和文（会長）、真鍋 五十鈴委員（副会長）、吾妻 隆一委員、 

山崎 英昭委員、本間 孝子委員、篠 十美江委員、菅野 浩一郎委員、 

三沢 英俊委員、南川 広幸委員 

欠席者：勇 昇一委員 

委員 10名のうち９名出席により、本会議は成立 

 

次第１ 事務局より        司会：副校長 

１ 校長挨拶 

 （１）学校公開・作品展示について 

          ・本日の学校公開および作品展示について、生徒が日々の授業の中で工夫し表 

現してきた学習の成果や成長を感じていただければ幸いであるとの挨拶があっ 

た。 

・地域の方々に作品を見ていただくことは、生徒にとって大きな励みになる。 

・参加・来校への謝意が述べられた。 

次第２ 議題           司会：会長 

（１）第二回協議会 議事内容について 

  ・議事録の内容確認および承認 

（２）学校評価について 

  ・現在、学校評価（生徒・保護者・教員アンケート）を取りまとめ中である。全体 

   の結果については、次回（2 月）の会議で詳しく説明予定。 

・今回は暫定版として、「保護者による学校評価アンケート」「生徒による学校評 

価アンケートの概要資料を配付。」 

・特に ICT・タブレット活用に関する設問（問 5・問 6）で評価が低めである点が 

共有された。 

・GIGA スクール推進委員会で指針作成を進めており、今後の改善に期待する 

・「そう思わない」と回答した人数の把握・可視化についても今後検討する。 

・次回までに詳しい説明や追加資料を準備する。 

（３）今後の活動提案 

① 放課後実習室 

・PTA や地域の協力のもと継続実施中。 

・主任児童委員・民生児童委員にも協力を呼びかけていく。 

② くつろぎ喫茶 

・年３回程度実施予定。 

・次回は 2月 27 日の会議後に実施予定。 

・生徒の居場所づくりと地域の交流の場として継続。 

③ ペンキ塗りプロジェクト 



 

 

・今年度で 4 年目。 

・卒業式翌日に実施予定（場所は 2 階廊下・教室・トイレ扉等の中から生徒の意 

見を元に決定する）。 

・チラシ配布により地域への周知と参加協力を依頼する。 

④「15 歳ができる恩返し」企画について 

 ・卒業を控えた 3 年生が、地域への感謝を形にする取り組みを検討中。 

 ・手紙、清掃活動、簡単な手伝い等の案が挙げられた。 

 ・個人またはグループでの活動を想定し、生徒の主体的選択を重視する。 

 ・地域からの要望と生徒のアイディアをマッチングする形が望ましい。 

 ・QR コード・電話等でアイディアを募集（締切：1 月 31 日頃）。 

 

（４）各委員より 

         ・放課後実習室・くつろぎ喫茶は、生徒の居場所づくりとして意義がある。 

         ・公民館・地域施設での学習利用が増えており、環境整備を行ったとの報告。 

・近隣での事件・ニュースに関する不安への配慮、児童生徒へのフォローの必要性 

が指摘された。 

・来年度、同窓会より寄贈品（１５万円）を考えている。学校からの要望を教えて 

もらいたい。 

   ・くつろぎ喫茶にて可能であればポップコーンを生徒に提供できればと思ってい 

る。学校で検討ください。 

   ・ペンキ塗りプロジェクトへの同窓会からの助成金は４０００円を予定している。 

   ・生徒の楽しみの提供を目的としてのど自慢大会はいかがか。検討ください。 

・防災備蓄・倉庫不足、照明設備、ICT 環境整備など施設面の課題が共有された。 

・今後の CS 活動や地域連携のさらなる充実への期待が述べられた。 

（５）次回予定 

        ・次回会議：2 月 27 日（金）14 時 30 分～（予定） 

        ・学校評価の詳細説明および質疑を予定。 

  閉会 

        •       全議事終了後、閉会。 

        •       長時間の参加への謝意が述べられた。 

 


